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01.はじめに
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滋賀県立彦根工業高等学校

ＪＲ河瀬駅より徒歩１０分

教室棟

ｾﾐﾅｰﾊｳｽ 家庭科棟

建設科実習棟
工業各科実習棟

Hikone Technical High School Since 1920（大正9年）
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課程 学 科 １ 学 年 の 定 員

全

日

制

工

業

機 械 科 １２０名（３クラス）

２４０名電 気 科 ８０名（２クラス）

建 設 科 ４０名（１クラス）

彦根工業高校の概要



02.事業概要
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事業概要
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マイスター・ハイスクール事業 事業概要



○築き上げてきたものを継承し新たな価値を創出していく

力を育成する持続可能なシステムを構築する。

○Society5.0時代における、DX等新しい技術革新にも

対応できる “人財”を地域の多様な主体の共創により

育成していく。
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マイスター・ハイスクール事業 事業目標



•地域産業の変化をチャンスにできる力を養う。

•循環型社会実験の実践により、社会的課題を付加価値に転換できる

想像力・創造力を醸成する。

•高等教育機関等とICT・デジタル教育、英語教育で連携を図る。

•絶えず革新し続ける最先端技術と滋賀の風土が培ってきた伝統産業

等の技と心を生かし、郷土愛にあふれた人財育成によって

地域を活性化させる。
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マイスター・ハイスクール事業 事業目標



•身につけたい力

『人間力』

『基本的知識・スキル』

『変化をチャンスに転換する力』

『郷土愛にあふれ地域を活性化させる力』

非認知能力
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マイスター・ハイスクール事業 事業目標



「非認知能力」 ～ 人間力 ＝ 非認知能力 ～

人の能力 認知能力
（いわゆる学力）

非認知能力
（認知能力以外の能力）

勤勉性（やるべきことをきちんとやる力）

協調性（他者と協働する力）

自制心（心の平静を保つ力）・・・・・・
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マイスター・ハイスクール事業 事業目標



03.MHSに伴う学校設定科目

12



13

• SDGs・MLGｓ（マザーレイクゴールズ）に関する学習

琵琶湖博物館での学習会

滋賀県立大学の地域貢献プロジェクト「近江楽座」講演

インパクトラボ講演

• キャリア学習 （滋賀県立大学講義 ・ 企業見学（1４社））

• 近江商人についての学習（伊藤忠兵衛記念館講演）

学校設定科目 近江マイスター（１年生）
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•滋賀県立大学講義 ・ 企業見学（1４社）

学校設定科目 近江マイスター（１年生）
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～ 従来の１クラス４班の実習を進化させた内容 ～

• 各クラス１０名程度が、選択科目として取り組む

• 高度な資格試験合格や工業系大学への進学を目指す

• ３年生でプログレスに進む

外部講師の招聘を通じて、
知識・技能の習得だけでなく、社会人としての当たり前を学ぶ

学校設定科目 ブラッシュアップ（2年生）



16

•機械科 ➡ 外部講師による技能検定の指導

•電気科（電気系）➡ 外部講師による電気工事士試験の指導

•電気科（情報系）➡ プロジェクションマッピングの基礎学習

•建設科 ➡ 外部講師による建築パース着彩・３Ｄ-ＣＡＤ

•英語の選択授業 ➡ 外国人講師による英語学習・英検受験

学校設定科目 ブラッシュアップ（2年生）
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ブラッシュアップ実習
（２年生）

高大連携（大学版デュアルシステム）

企業実習（企業版デュアルシステム）

学校での取り組み（プログレス実習）

ブラッシュアップ英語
（２年生）

プログレス英語
（３年生）

学校設定科目 プログレス（3年生）

プログレス実習（３年生）



❸ ３年生 プログレス
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・大学版デュアルシステム 7名 大学での研究活動

滋賀職業能力開発短期大学校で実施 ４月～１２月の計20日

3Dプリンタの製作を軸に、制御や3DCAD、熱処理など座学と企業見学

プログレス実習 機械科



❸ ３年生 プログレス
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3Dプリンタで３Dプリンタをつくる
～３Dプリンタで出力した部品を用いて製作する～

・製作を通して、金属加工・電子工作について学ぶ

・プリンタを動かすための制御について学ぶ

・出力するために３DCADを用いて図面を描く

・ゴールに向かって必要な項目を学習していく

・失敗から考察を重ねていく

プログレス実習 機械科



❸ ３年生 プログレス
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プログレス実習 機械科



プログレス実習 機械科
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・企業版デュアルシステム 7名 企業における課題解決

彦根の地場産業であるバルブ会社４社で実施 4月～12月の計20日

（清水工業、清水合金製作所、昭和バルブ製作所、日ノ本辨工業）

学習の評価・・・毎回の実習報告書+年度末の成果発表会をもとに教員が評価

巡 回 指 導・・・産業実務家教員が4社を巡回指導（毎回）



プログレス実習 機械科
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企業デュアルシステム成果発表会 2023年１２月１９日（火）

彦根商工会議所、彦根市、滋賀バルブ協同組合、企業８社 ３０名の来校



プログレス実習 建設科
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・建設科 9名

校内実習

・CAD設計、パース着彩、模型製作

・彦根市から依頼の2025国スポ・障ス

ポのカウントダウンタイマー製作

校外実習

・コンクリート等の強度試験

・3Dスキャナ

・ICT建機 など



プログレス実習 電気科
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・電気系（3E1) 12名

校内実習・・・第三種電気主任技術者試験の認定校に必須の実習
彦根市から依頼の2025国スポ・障スポのカウントダウンタイマー製作

校外実習・・・燃料電池・水力発電設備、送配電設備の見学
パナソニック草津 純水素型燃料電池を活用した実証施設(6/23）

ダイキン工業（DK-POWER) 管水路用マイクロ水力発電システム（6/23）



25

・情報系（3E2） 10名 プロジェクションマッピング制作

コンテンツ： 彦根城世界遺産、2025国スポ・障スポ、ひこにゃん etc.

投影場所 ： 彦根市役所 新庁舎 壁面

プログレス実習 電気科



プロジェクションマッピング 取組
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プログレス英語

学校設定科目「プログレス英語」（３年生）

「ブラッシュアップ英語」
（２年生）

「プログレス英語」
（３年生）

より高度な英語演習
資格取得
姉妹都市生徒交流
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※英検準2級、3級に複数名合格
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・3年生 30名

ミシガン州立大学連合 日本センターから講師 年間10回 計20時間

プログレス英語
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プログレス英語



04.カンパニー制
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❶ カンパニー制「カーボンニュートラルを学ぶ」

31

～ 滋賀県立大学、企業と連携 ～

ユーグレナ（ミドリムシ）を介したカーボンニュートラルの取り組み

カンパニー制「カーボンニュートラルを学ぶ」
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～ ユーグレナの利用 ～
• 培養したユーグレナから油分の抽出
• 土に混ぜ、微生物の栄養としての利用

協力：株式会社ユーグレナ

～ 種子植物（菜の花・ひまわり）の利用 ～
• 種子油の廃油からバイオディーゼルの精製
• 種子油の搾りかすから新しい素材の開発

（バイオプラスチック）

カンパニー制「カーボンニュートラルを学ぶ」



菜の花レジンペレット（PLA）

残渣10％配合
協力：株式会社バイオマスレジンホールディングス

菜種油を搾った残渣 プレートづくり

（ホットプレス機）
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カンパニー制「カーボンニュートラルを学ぶ」



❶ カンパニー制「カーボンニュートラルを学ぶ」

～ バイオプラスチック製品（ネームプレート） ～

レーザー加工機での加工

（彫刻・切断）

デザインづくり 文字の着色
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小倉百人一首のカルタ 製作

朝日新聞、読売新聞に掲載 NHKで放送

＜近江神宮・石山寺に展示＞

カンパニー制「カーボンニュートラルを学ぶ」
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偉人名言プレート
を県ふるさと納税
の返礼品に登録

朝日新聞、毎日新聞に掲載

カンパニー制「カーボンニュートラルを学ぶ」



37毎日新聞記事

カンパニー制「カーボンニュートラルを学ぶ」

卵の殻を原材料にしたバイオプラスチック

協力：株式会社バイオマスレジンホールディングス



Study in Germany



First week

Main Topics （2023.8.18~9.7）

Second week

Third week



Second week



Second week



Third week



05.非認知能力のデータ化
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カリキュラム開発 自走化 成果の普及

各取り組みが非認知能力の育成に関与したか、大学と企業と連携し分析
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非認知能力のデータ化

（１）非認知能力教育に重点 （１年生～２年生）
・ 近江マイスター、カンパニー制、インターンシップ、
防災キャンプなど、校内外の多くの人との関わり

（２）認知能力の向上を目指したブラッシュアップ・プログレス実習
（２年生～３年生）

・ より実践的かつ専門性を重視した学び
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滋賀大学と連携した個人カルテ 企業（ Edv Future ）と連携した非認知能力の測定



06.研究成果の公開・普及

46



研究成果の公開・普及

・SNSを活用した取組の発信
InstagramなどのSNSを活用

・MHS成果発表会の開催 ＠ひこね市文化プラザ 2/22

リアル開催に加えて、オンライン配信

・コンテンツの公開・普及 (県内から進める)

・非認知能力のデータ分析、評価、公開
47

学校公式Instagram



07.自走化に向けて
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彦根工業高校の未来像

49

地域産業界
彦根商工会議所

滋賀県立大学、滋賀大学、
ミシガン州立大学連合日本センター

「地域を活性化させる

産業人財の輩出」

☆人間力の向上

（非認知能力）

☆専門的スキルの向上

（最先端技術の習得）

☆郷土愛をもつ人財
の育成

滋賀県教育委員会

彦根工業高校



彦根工業高校の未来像①
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☆基本的な知識・各種スキルの習得

（１）ＩＴパスポート試験（１名）

（２）ジュニアマイスター顕彰 ゴールド（１１名）・シルバー（３名）・ブロンズ（５名）

（３）技能検定２級（１名）・３級（１７名）

（４）高度の国家資格取得者（危険物取扱者甲種 １名） （令和４年度実績）

☆地元就職率と進学率のさらなる向上

（１）就職希望者の県内就職率 85．６％（107/１25）

（２）４年制大学への進学希望者の進学率 １００％

（３）工業系指導者養成 １1名（教員免許（工業）取得可能大学への進学者）



彦根工業高校の未来像①
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「ブラッシュアップ・プログレス実習・英語」

☆機 械 科 技能機械検査 ３級 （１４名）

普 通 旋 盤 ３級 （4名）

☆電 気 科 第１種電気工事士 （２名）

第２種電気工事士 （３４名）

☆建 設 科 建築ＣＡＤ検定 ３級 （８名）

☆英 語 実用英語検定 準２級 （３名）

（令和５年度実績）



彦根工業高校の未来像②
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企業が求める人材像上位１０項目

１ コミュニケーション能力が高い(42.3％)

２ 意欲的である(42.2％)

３ 真面目・誠実な人柄(35.0％)

４ 明るい性格(21.9％)

５ 専門的なスキルを持っている(18.3％)

６ 前向きな考え方ができる(15.4％)
７ 行動力がある(12.5 ％)
８ 精神的にたくましい(9.7 ％)
９ 主体性がある(8.6 ％)

10 忍耐力がある(8.6 ％)                       帝国データバンク（２０２２年７月）



彦根工業高校の未来像②
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☆人間力の向上（定性的目標）

非認知能力のデータ化

「やり抜く力」

「勤勉性」

「自制心」

「自己効力感」

データ分析
（認知能力との相関関係）

個人カルテの作成

と生徒への

フィードバック

経年変化の蓄積

カリキュラムマネジメントのＰＤＣＡ基準

客観的思考と

メタ認知の育成



自走化エコシステムの構築

・取組内容の精査
取組事業ごとに観点別評価後、全体を網羅し相対評価
（観点：非認知能力データ、教員評価、生徒アンケート、

管理機関・関係機関の評価、事業費、担当教員時数 等）

・産官学三位一体となった共創体制つくり
と継続

・教員や事業予算の継続的・安定的な確保
財源予算化、独自寄付金等
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取組内容の精査

・取組事業ごとに観点別評価後、全体を網羅し相対評価
（観点：教員評価、生徒・教員アンケート、非認知能力データ、

管理機関・関係機関の評価、事業費、担当教員時数 等）
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生徒アンケート結果

 ２年生（前年１年生の活動を振り返って） 回答数２０４名

- やり抜く力、コミュニケーション能力、忍耐力がついた
- 将来の進路選択に役に立った ９割
- SDGｓや専門科目に関心が高まった
- 今後もMHS事業の取組に参加してみたい ６割

 ３年生（2年間の活動を振り返って） 回答数180名

- やり抜く力、コミュニケーション能力、忍耐力がついた
- 将来の進路選択に役に立った 8割
- インターンシップ（2年生実施）が関心あり
- 今後もMHS事業の取組に参加してみたい 5割
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教員アンケート結果

 常勤教員へのアンケート

- 学校と地域産業界との連携が深まった 9割強

- 自身の地域産業界に理解が深まった 8割

-自走化には、校務分掌の新設、人材配置（CEO,産業実務家教員、

研究主任）配置、コンソーシアムの構築、を望んでいる

- 教育的効果が高い取組

近江マイスター、長期インターンシップ、防災キャンプ、

プログレス・ブラッシュアップ実習、カンパニー活動、etc.
57



管理機関 ヒアリング

・彦根市： 産業部長、次長 6月2日 面談
彦根市への就職率向上のためには、市として魅力発信が必要との認識
ふるさと納税返礼品にバイオプラステックプレートを追加
市施設利用料に関する要望
彦根城世界遺産登録のため、プロジェクションマッピングに加え、Ｉｎｓｔａｇｒａｍで紹介
MHSに関する一括窓口は産業部

・彦根商工会議所： 専務理事、理事 6月2日 ・1月11日 面談
企業への働きかけとして彦根市主導に期待 卒業生ルートの活用
広報では、会報誌「不易流行」の特集記事にてＭＨＳ事業総括と今後の取組紹介
会員所属の業界団体は、バルブ、仏壇、建築などあり
インターンシップを活用したマッチング機会の創出
会議所制作ＰＲ動画のリンクを本校Ｉｎｓｔａｇｒａｍで紹介
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企業アンケート結果

・アンケート回答数：203社（MHS事業のみならず、進路など本校に関わっている企業全体）

・質問内容： 全体： MHS事業の認知、人材育成への考え、連携に関するもの
より参画： 参画動機、経営者の関わり、企業への影響・効果、負荷、

企業からの期待、提案

59

- 次世代産業人材育成には企業の力を借りて専門高校の教育内容を

刷新する必要がある ほぼ10割



企業アンケート結果

60

- ＭＨＳ事業への協力、参画を決めた動機（最も多かった回答）

⇒人材育成は地域にとっても重要である

- 活動に協力して良かったと思うこと

⇒教員との交流など学校とのつながりが増えた

⇒指導する社員の成長が感じられた

⇒自社のPRになった

⇒従業員や外部に対して人材育成や社会貢献に熱心な会社との

評価が高まった



産官学三位一体となった共創体制つくりと継続

61

管理機関おのおのが主体者意識をもって、
本校事業をより積極的にサポート、推進

より強固な産業人材育成システムの再構築

地域の継続的な成長、活性化のために、
産業人材の継続的な育成、輩出が不可欠

課題



産官学三位一体となった共創体制つくりと継続
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 会員企業、関係機関・団体への積極的な働きかけ、広報

 実習講師紹介、派遣 （長期、単発）

 実習先企業・機関の紹介などコーディネート

 インターンシップ先の開拓、とりまとめ

 地域への取組内容発表、成果公開を通じてアピール

 県内実業高校への成果の公開・普及



教員や事業予算の継続的・安定的な確保

 カリキュラム存続のための必要教員確保

 産業実務家教員任用制度の積極的な活用

 校務分掌の新設および研究主任の配置

 英語実習ではALT常駐化（Assistant Language Teacher外国語指導助手） 、

講師派遣、留学生交流、姉妹都市交流の仲介

 財源予算化、寄付金

（県財源確保、独自寄付金等）
63



ご清聴ありがとうございました

64

彦根市 滋賀県立彦根工業高等学校


